
天
草
一
町
田
方
言
に
沿
け
る
敬
語
法

松

本

美

市心

日
H

序

論

本

論

第
一
章
用
言
に
関
す
る
敬
語
法

第

一

節

尊

敬

法

川
、
ナ

ス

ω、
ス
、
サ
ス

ω、
ル
、
ラ
ル

ω、
前
吋
敬
法
の
諸
制

第

二

郎

謙

譲

法

ω、
モ
l
ス

第

三

郎

丁

寧

法

川
、
コ
ザ
ス

ω、
ャ
ス

ω、
デ
ス

第
二
市
体
言
に
関
す
る
敬
語
法

ω、
名
詞

ω、
代
名
詞

ω、
接
尾
辞

ω、
主
将
表
現

第
三
章
文
末
詞
に
関
す
る
倣
γ

締
法

土
日

生

田

ψ
公

中

る

扇

町

参
考
文
献 次

序

い
っ
ち
ょ
う
だ

天
草
一

町
田
方
言
に
お
け
る
、
敬
志
表
現
法
を
観
・弘、

M
L
似
し
よ
う
と
す
る

の
が、

本
航
の
目
的
で
あ
る
。

乙
と
で
は
、
そ
の
一
部
で
あ
る
次
の
項
を
と
り
あ
げ
る
乙
と
に
す
る
。

第
一
市

：
第
二
節
謙
譲
法
モ
！
ス

第
二
本

・

川

名
詞

ω代
名
詞

ω按
尾
辞

研
究
対
称
地
と
し
て
の
一
町
田
は
、

「
離
島
」

天
却
下
品
の
小
部
に

ω出

し
、
天
草
方
一一
呂
と
し
て
純
粋
な
も
の
を
も
っ
て
い
る
ζ

と
が
多
い
。
し
か
も
、

築
者
自
身
生
ま
れ
て
以
来
中
学
一
年
ま
で
の
十
三
年
間
過
ご
し
た
土
地
で
あ

り
、
知
人
も
多
く
調
査
に
は
便
利
で
あ
っ
た
。

調
査
は
、
昭
和
四
十
一
年
九
月
か
ら
四
十
三
年
八
月
ま
で
の
延
べ
三
十
日
間

に
わ
た
っ
て
お
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
泊
、
三
月
に

7
1問
、
五
月
に

3

日
間
、

七
月
に
け
同
日
問
、
八
月
に

3
日
間
）
、
い
ろ
い
ろ
な
場
に
お
け
る
自
然

対
話
を
、
敬
意
表
現
に
関
す
る
も
の
に
注
立
し
な
が
ら
必
き
と
め
た
カ
l
ド

一
、
八

O
O枚
余
を
も
と
に
考
擦
を
お
こ
な
っ
た
。
川明ぷ
J
、山川は
小
作
以
上
そ

れ
も
老
人
に
多
い
の
で
、
老
人
に
よ
る
対
話
に
れ
刊
に
た
必
し
、

J

一、
三
人
で
の

対
話
は
、
録
音
テ
1
プ
に
お
さ
め
た
。
そ
の
お
も
な
方
子
パ
資
料
相川
供
行
は
次
の

論
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六
人
で
あ
る
。

－
－
「
松
本
席
・
・
：
九
才
谷
ヤ
ス
ヨ
：
：
：
約
才

一
寸
村
品

行
松
川
次
郎
造
：
：
－

U
才
松
川
一
二
・
・
：
山
町
才

e勺

S
C

w
m
木
｛
太
田
カ
ヤ
ノ
・
・

η才
酒
井
マ
サ
ノ
：
・
・
：
刊
才

一
町
田
は
旧
天
草
郡
一
町
田
村
の
乙
と
で
、
現
在
河
浦
町
の
小
心
地
で
あ

る
。
（
注
、
昭
和
二
十
九
年
に
三
ケ
村
合
併
し
て
河
浦
町
と
な
る
）
ま
た
、
一

町
田
は
古
く
鎌
倉
時
代
か
ら
、
天
草
で
も
指
折
り
の
地
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
集

団
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
注
、
山
口
修
「
天
草
」
）
が
、
天
草
の
中
心
地
が

本
渡
と
な
っ
た
現
在
は
、
本
渡
、
牛
深
聞
の
陵
路
上
の
小
川
恥
地
と
し
て
重
要
な

位
置
を
し
め
て
い
る
。
だ
い
た
い
南
北
に
通
っ
て
い
る
パ
ス
路
線
に
そ
っ
て
悦

の
部
落
が
あ
り
、
中
で
も
平
野
、
倉
田
、
中
村
、
下
回
が
一
町
聞
の
中
心
部
で

あ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
は
、
河
浦
町
役
場
を
は
じ
め
、
公
共
の
建
て
物
や
、
商

店
が
集
ま
っ
て
い
る
。

以
下
一
町
田
に
お
け
る
、
人
口
と
そ
の
動
態
、
職
業
、
文
化
現
象
は
次

ωと

お
り
で
あ
る
。

a
、
人
口
と
そ
の
動
態

人
口
は
、
四
八
二

O
人
で
、
河
浦
町
の
但
%
に
あ
た
る
。
昭
和
三
十
九
年

に
、
一
町
間
に
あ
っ
た
炭
坑
が
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
二

O
O人
ほ
ど
減
少
し
た
。

出
稼
は
毎
年
三
十
人
ほ
ど
東
京
、
大
阪
、
瀬
戸
方
面
へ
行
く
・
ま
た
河
一
街
中
学

校
で
の
卒
業
後
は
、
進
学
者
ω
%
、
就
職
者
切
%
、
家
に
残
る
者
叩
%
で
あ
る

と
い
う
。
や
は
り
青
年
の
流
出
は
こ
こ
で
も
み
ら
れ
る
。

買
い
物
に
つ
い
て
は
、
日
用
品
な
ど
す
ぐ
に
入
用
な
も
の
は
、
各
部
族
の
店

で
入
手
す
る
が
、
衣
料
品
な
ど
は
次
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

，b
 

一
町
田
の
中
心
部
の
商
店
（
中
村
、
平
野
、
倉
田
）
・
：
ふ
M
m

ηペJ
》

本

渡

の

商

店

山

形
r

牛
深
の
商
店
－
M
M
月

n

u

n

U

 

河
浦
町
の
農
協
：
：
：
し
が
沖
他
地
灰
：
・
乙
%

一
町
田
の
中
心
地
域
で
買
わ
な
い
場
合
は
ほ
と
ん
ど
本
波
で
済
ま
せ
る
が
、
天

平
五
橋
の
開
通
し
た
現
在
は
、
熊
本
市
へ
出
か
け
て
買
う
人
も
多
く
な
っ
て
い

る。
b
、

職

業

廃
業
が
主
で
、
他
の
職
業
で
あ
っ
て
も
、
農
業
と
兼
業
の
場
合
が
多
い
。

民
業
：
：
m
4
k
p
公
務
員
（
兼
農
業
）
：
j
i
－－－4M月

公
務
員
：
：
・
什
タ
大
工
、
左
官
（
兼
農
業
）
：
：
：
4
M

尚
業
：
：
：
7
%
鉱
員
（
兼
農
業
）
－

j
i
－
－
－
6
M

そ
の
他
：
：
刊
M
M
月
出
稼
（
兼
農
業
）
・
：
：
：
：
3
%

c
、
文
化
現
象

全
体
的
に
み
て
文
化
程
度
は
低
い
。
こ
れ
は
交
通
が
不
便
で
あ
る
と
と
も
大

き
く
左
右
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
荘
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
普
及
そ

の
他
で
、
少
し
は
よ
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
（
注
、
テ
レ
ビ

U
夕
、
ラ

ジ
オ
“
男
、
新
聞
糾
%
）
方

4

一
一
百
に
つ
い
て
も
、
そ
の
影
響
で
変
化
が
み
ら
れ
る

ζ

と
も
多
い
。
中
年
以
上
に
つ
い
て
の
学
怪
は
、
義
務
制
学
校
別
夕
、
上
級
者

校
m
w
%
と
い
っ
た
状
態
で
あ
る
。

な
お
、
宗
教
に
つ
い
て
は
、
仏
教
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

夕
、
浄
土
真
宗
m
4
M
畑
、
禅
宗
4
形
、
そ
の
他
6
M
月
）

ーがー

（
注
、
浄
土
宗
田

本

論

用
言
に
関
す
る
敬
語
法

第

二

節

謙

譲

法

川
、
モ

l

ス

一
町
田
方
言
に
は
「
モ

l
ス
」
と
い
う
謙
譲
法
が
あ
る
。
現
代
語
に
「
申

第
一
章



す
」
「
い
た
す
」
「
ま
い
る
」
「
お
る
」
「
う
か
が
う
」
と
い
う
数
種
し
か
な

い
謙
譲
語
で
あ
る
が
、
当
方
言
に
お
い
て
は
「
モ

l
ス
」
だ
け
が
顕
著
で
あ

る吻令
「
モ

l
ス
」
は
男
女
の
別
な
く
老
人
に
お
と
な
わ
れ
る
。
教
養
の
あ
る
人
と
し

て
待
遇
さ
れ
て
い
る
老
・
男
の
訪
問
白
を
，
つ
け
て
、
老
・
女
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

O
ワ
シ
ド
ン
ガ

e

コ
タ
ツ
ト
ノ
ア
イ
モ

l
シ
タ
ッ
チ
ャ
、
私
み
た
い
な
者

が
、
お
会
い
申
し
た
と
で
、
（
老
・
女
↓
老
・
男
）

ま
た
、
筆
者
の
小
さ
い
ζ

ろ
、
よ
く
家
に
訪
ね
て
来
て
い
た
老
女
は
久
し
ぶ

り
に
会
っ
た
筆
者
と
の
別
れ
に
際
し
て

0
7
1
ダ
ア
イ
モ

l
シ
タ
ラ
ン
ゴ
テ
ゴ
ザ
ス
パ
ッ
テ
マ

l
hア
キ
ナ

シ
タ
ト
キ
ャ
ア
ワ
シ
エ
モ

l
シ
テ
ク
ダ
ツ
シ
ェ
。
ま
だ
会
い
足

り
な
い
よ
う
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
た
今
度
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
き
は
、

お
じ
ゃ
ま
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
（
老
・
女
↓
育
・
女
）

と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
乙
の
老
女
は
亡
き
夫
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

C
コ
ガ
l
ン
メ
オ
l
テ
シ
モ
｜
シ
ト
ッ
タ
ツ
ジ
ヤ
ツ
ト
、
と
ん
な
に
ま
で

♂
苦
労
し
て
、
っ
く
し
て
お
り
ま
し
た
ん
で
す
よ
。
（
老
・
女
↓
同
）

と
語
っ
て
い
た
。

ζ

の
人
の
ひ
か
え
目
な
態
度
が
、
多
く
の
人
に
「
そ
l
ス」

謙
譲
語
を
連
発
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
同
席
し
て
い
た
老
女
も
、
頼
ま
れ

ど
と
を
受
け
た
と
h

と
を
、

O
オ
ガ
ン
ハ
ナ
シ
モ

i
シ
テ
エ
ツ
ク
レ
ナ
チ
ュ

l
モ
ン
ジ
ヤ
ツ
デ
。

そ
の
よ
う
に
お
話
申
し
土
げ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
と
言
う
も
の
で
す
か

ら
。
〈
老
・
女
↓
同
〉

と
「
モ

1
ス
」
謙
譲
語
を
使
っ
て
い
た
。
主
と
し
て
老
年
男
女
に
お
こ
な
わ
れ

る
が
、
頻
度
は
稀
で
あ
る
。
引

と
と
ろ
で
、
と
の
「
モ
l
ス
」
謙
譲
語
は
長
音
に
な
ら
な
い
で
、

「
モ
ス
」

と
な
る
と
と
も
多
い
。
「
モ

l
ス
」
よ
り
い
く
ら
か
敬
意
は
下
が
る
よ
う
で
あ

る
。
「
モ
ス
」
は
未
然
形
、
仮
定
形
、
命
令
形
に
多
い
。
し
た
が
っ
て
「
モ

l

ス
」
と
長
音
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
多
く
の
場
合
、
連
用
形
で
あ
る
。
第

三
者
の
と
と
を
、
i

O
コ
リ
パ
ア
ゲ
モ
シ
エ
パ
ヨ
カ
ツ
タ
。

ζ

れ
を
さ
し
あ
げ
れ
ば
よ
か
っ

た
O
ミ
チ
ャ
オ
ラ
レ
ン
ツ
ク
ッ
テ
ク
レ
モ
ソ
ィ
。
だ
ま
っ
て
見
過
ご
し
て

は
い
ら
れ
な
い
。
（
畑
を
）
代
作
し
て
お
あ
げ
し
よ
う
。
（
中
・
女
↓
老
・

女）
O
ウ
メ
ジ
ョ

1
チ
ユ
ナ
ッ
ト
モ
ツ
テ
イ
タ
ッ
ク
レ
モ
ソ
ゴ
テ
ウ
レ
シ

カ
ツ
タ
ッ
ゾ
。
梅
酒
で
も
持
っ
て
行
っ
て
さ
し
あ
げ
た
い
ほ
ど
．
に
う
れ
し

か
っ
た
の
よ
。
（
老
・
女
↓
中
・
女
）

O
モ
l
チ
ナ
γ
ト

ヤ

l
テ
ア
ゲ
モ
シ
ェ
。
餅
で
も
焼
い
て
さ
し
あ
げ
な

さ
い
。
〈
老
・
男
）

「モ

i
ス
」
謙
譲
語
は
、
中
年
以
上
の
男
女
そ
れ
も
女
子
に
多
く
お
こ
な
わ

れ
、
敬
意
は
上
か
中
の
上
で
あ
る
。
同
等
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
人
に
対
し
て
使

わ
れ
る
。
年
令
的
に
は
下
で
あ
っ
て
も
、
相
手
が
敬
意
を
は
ら
う
べ
き
人
で
あ

れ
ば
使
わ
れ
る
。
中
年
以
下
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
る
と
と
は
な
い
が
、
た
だ

筆
者
の
小
学
校
時
代
に
同
級
生
の
女
子
で
使
っ
て
い
た
の
を
恩
い
山
す
。
地
域

的
な
差
が
あ
っ
た
ろ
う
か
。
久
留
、
白
木
河
内
と
い
っ
た
部
落
の
な
か
に
使
う

人
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
章
体
言
に
関
す
る
敬
語
法

ω、
名

詞

名
詞
に
お
い
て
は
、
当
方
言
に
も
普
通
名
調
に
「
お
」
「
御
」
を
つ
け
た

「
オ
メ
シ
」
「
オ
サ
ヨ
」
な
ど
の
敬
語
法
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
と
と
で
は
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父
母
な
ど
の
呼
称
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
る
と
と
に
す
る
。

方
言
」
！
｜
昭
和
三
十
二
支
存
ー
ー
ー
を
参
考
に
す
る
）

父
母
の
呼
び
か
た
も
、
家
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
は
あ
る
が
‘
だ
い
た
い
の

基
掌
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
町
田
で
お
ζ

な
わ
れ
る
ハ
旬
、
戸
ほ
の
呼
称
に
e

は
、
十
と
お
り
ほ
ど
あ
る
。
中
で
も
一
番
上
品
だ
と
さ
れ
家
柄
の
よ
い
家
で
言

わ
れ
る
の
が
「
オ
ト
1
チ
ャ
マ
、
オ
カ
l
チ
ャ
7

」
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
下
が

る
と
、
「
オ
ト
！
チ
ャ
ン
、
ォ
ヵ
i
チ
ャ
ン
」
「
オ
ト
ツ
ア
ン
、
ォ
ッ
カ
チ
ャ

ン
」
と
一
言
う
。
最
も
一
般
的
な
呼
称
は
「
ト
l
チ
ャ
ン
、
カ
l
チ
ャ
ン
」
で
あ

る
。
「
ト
ト
サ
ン
、
カ
カ
サ
ン
」
も
言
わ
れ
る
が
少
な
い
。
ず
っ
と
く
だ
け
た

言
い
か
だ
と
し
て
、
「
ト
卜
、
カ
カ
」
「
ト
ン
、
カ
ン
」
が
あ
り
、
だ
い
ぶ
下

品
に
き
と
え
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
に
よ
っ
て
は
〈
向
カ
ッ
ト
ッ
テ
ワ

失
礼
ジ
ヤ
ツ
デ
〉
号
一
口
わ
な
い
そ
う
で
あ
る
。
肉
親
で
あ
る
子
供
は
父
国
に
向
か

っ
て
、
「
卜
卜
、
ヵ
カ
」
と
言
う
が
、
他
人
が
そ
の
子
の
父
母
に
「

O
Oガ
エ

ン
ト
ト
（
力
力
）
、
コ
リ
パ
シ
テ
ク
レ
ナ
。
」
（

O
Oの
お
父
さ
ん
（
（
お
母
さ

ん
）
）
こ
れ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
）
と
は
言
わ
な
い
。
「
チ
ャ
ン
」
は
、
分
へ
の
呼

称
で
「
卜
l
チ
ャ
ン
」
の
省
略
形
と
思
わ
れ
る
が
、
上
品
な
も
の
で
は
な
い
。

目
上
の
人
が
こ
の
人
の
こ
と
を
言
う
と
き
、
「
ど
と
ど
こ
の
千
ヤ
ン
な
j
」
と

使
う
こ
と
も
あ
る
。
日
下
の
人
が
同
上
の
人
に
「
オ
ト
ト
サ
マ
」
「
オ
カ
カ
サ

マ
」
と
一
↑
一
一
口
う
の
は
、
最
も
敬
意
の
あ
る
言
い
か
た
で
あ
る
。

ま
た
、
祖
父
、
机
母
を
合
め
て
の
老
人
の
呼
称
も
父
母
の
場
合
と
似
て
い
る

ο

オ
ジ
l
チ
ャ

7
l
l
オ
ジ
l
チ
ャ
ン
ー
ー
ー
オ
ジ
ジ
1
I
1
ジ
l
サ
マ
ー
ー
ー

オ
パ

l
チ
ャ
マ
ー
ー
ー
オ
パ
ド
ー
チ
ャ
ン
l
l
l
オ
パ
パ
｜
｜
｜
パ

l
サ
マ
ー
ー
ー

,....-, 

il 

「
天
草
の

－

1
1
ジ
l
サ
ン
1
1
1
ジ
ジ
サ
ン
l
l
l
ジ
サ

7
1
1
1
ジ
ヤ
ン
｜
｜

i

ジ
ジ
1
1
1

1
1
1
パ
1
サ
ン
1
1
1
パ
パ
サ
ン
｜
｜
l
パ
サ
マ

l
l
l
パ
ヤ
ン
1
1
1
パ
パ
｜
｜
｜

十
山
は
上
品
な
言
い
か
だ
か
ら
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ふ
つ
う

程
度
の
言
い
か
た
は
、
「
ジ
l
チ
ャ
ン
、
パ

l
チ
ャ
ン
」
で
、
他
人
は
「
オ
ジ
ジ
、

オ
パ
パ
」
か
「
ジ
サ
マ
、
パ
サ
マ
」
そ
使
う
。
「
オ
ジ
ジ
、
ォ
パ
パ
」
の
ほ
う

が
、
「
ジ
サ
て
パ
サ
7

」
よ
り
敬
窓
が
高
く
、
目
上
に
対
す
る
一
一
一
日
い
か
た
で

あ
る
。
以
前
は
ζ

れ
ら
の
言
い
か
だ
が
頻
繁
に
お
と
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
現
在
は
だ
ん
だ
ん
蛍
ー
一
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
息
子
を
含
め
た
青
年
男
子
ぐ
ら
い
ま
で
の
総
称
と
し
て
、
当
方
一
一
一
一
口

に
「
ア
ボ
」
が
あ
る
。
「
ア
ボ
」
に
つ
い
て
は
、
問
中
正
行
氏
が
ふ
れ
て
お
ら

れ
る
。
（
注
「
熊
本
県
方
言
風
土
記
」

p
、
河
）

こ
こ
で
は
、
「
ア
ボ
」
の
使
わ
れ
か
た
を
み
る
ζ

と
に
す
る
ο

小
学
生
の
男

の
子
が
停
問
所
で
、

O
ア
ヨ
｜
ア
ン
ア
ボ
ガ

Q

（
ゃ
あ
ー
あ
の
子
つ
だ
ら
。
）

と
‘
小
学
生
の
男
子
の
動
作
が
お
か
し
い
の
を
見
て
、
か
ら
か
い
気
味
に
発
し

た
。
子
供
ど
お
し
で
あ
っ
て
も
、
日
下
の
者
が
日
上
の
者
へ
筒
仲
間
「
ア
ボ
」
と

は
言
わ
な
い
。
「
ア
ボ
」
は
、
仙
家
の
息
子
（
と
く
に
兄
の
ほ
弓
）
J

下
男
を

い
う
が
、
お
と
な
が
幼
児
に
、

O
ア
ポ
シ
ャ
ン
ニ
ク
レ
由
。
（
お
兄
さ
ん
に
あ
げ
な
さ
い
。
）

と
一
一
一
日
っ
た
。
「
シ
ャ
ン
」
（
注
、
「
シ
ャ
ン
」
に
つ
い
て
は
後
述
）
が
つ
く
と
、

か
わ
い
ら
し
い
感
じ
で
、
「
お
円
九
ち
ゃ
ん
」
ほ
ど
の
志
と
な
る
ο

「
ア
ボ
サ
ン
」

「
ア
ボ
ド
ン
」
と
な
る
と
、
お
と
な
に
近
い
男
子
に
使
わ
れ
る
が
、
あ
ま
り
上

品
な
呼
称
と
は
い
え
な
い
。
「
ア
ボ
」
は
使
う
人
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て

い
る
。ω、

代

名

詞

人
称
代
名
詞
は
、
当
方
言
で
次
表
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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人

一
疑
問
代
金
制

年か

人

称

人

午efi;

ワ
リ

ワ
ル

ワ
レ

ワ
レ
ン

ア
ン
ワ
リ

ダダ
ツ｜

ンンオオオオ ． ；ヮワン ヌ jオオ オオオオオ
ド ド ド ド ツ ツ ． ；タ i シ ：ンツ l レレノレ リ
ンミンミ ドド目 ：シガ ： ン

ンミ

アアアアワワa：アアオ オウ ヌ ．ワワワ
ン l ン l ツツ ・ン I：ド 7 シ ・ンッ！

タタタ タ ドド． タタ：リエ
ガガチチンミ ・
タタ

ホア： ア ァ： 、 ．ア ア ア ア ア
ンン：ン／ ~ ．ンツ l レン
7 7 . フヒ； ・ l ワ
レレ：トト； ； ンレ

グ
リ

一人
称
で
い
ち
ば
ん
よ
く
佼
わ
れ
る
の
は

「
オ
リ
」
で
あ
る
。

O
ワ
リ
カ
ア
ト
リ
デ
イ
コ
ヨ
リ
ャ
オ
リ
モ
ク
l
ワ
ィ
。
お
ま
え
が
ひ

と
り
で
行
く
よ
り
、
わ
た
し
も
い
っ
し
ょ
に
行
っ
て
や
ろ
う

よ

（

2
・

女
↓
行

・
女）

老
若
男
女
と
も
に
よ
く
お
ζ

な
わ
れ
る
も
の
で、

口m
位
は
ふ
？
っ
紅
度
の
き
口

い
か
た
で
あ
る。

「
オ
ル
」
「
オ
レ
」

「
オ
レ
ン
」
は
、
発
せ
ら
れ
た
音
に
微

妙
な
迩
い
が
あ
る
が
敬
f

芯
は
ほ
と
ん
と
変
わ
ら
な
い
。

「ォ
i
」

「
オ
ツ
」

「オ

ン
」
は
ず
い
ぶ
ん
く
だ
け
た
言
い
か
た
で
、
後
に
つ
づ
く
訴
に
よ

っ
て
使

い
わ
け
ら
れ
る
。
親
し
い
聞
が
ら
で
の
対
話
に
聞
か
れ
る
。

O
オ
l
ガ
タ
ネ
イ
7

ム
ラ
7

デ
加
工
ン
ジ
ヤ
ツ
タ
。
ぼ
く
の
は
ね
、

人
々
村
ま
で
加
円
だ
っ
た
よ
。

（小
学
生
・
男
↓
同
）

O
オ
ツ
チ
ャ
カ
カ
リ
キ
γ

ジ
ャ
。
ぼ
く
も
さ
わ
れ
る
よ
。

（小
学
生
・

見
↓
同
）

O
オ
ン
ネ
l
。

（
野
球
の
打
順
で
次
の
番
は）

ぼ
く
だ
ね
｜
。

（小
学
生
・

児
↓
同
）

乙
の
よ
う
に
男
の
子
の
悶
で
よ
く
お
ζ

な
わ
れ
る
。

「
ォ
ッ

ド
ミ
」

「
オ
ツ
ド
ン
」
な
ど
は
〈
お
れ
た
ち
〉
で
あ
っ
て
、
や
は
り

ふ
？
っ
程
度
の
言
い
か
た
で
あ
る
。
「
ワ
タ
シ
」
は
あ
ま
り
お
ζ

な
わ

れ
な

い
。
し
か
し
、
小
学
生
の
女
子
が
遊
び
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

O
ワ
タ
シ
カ
ア
ン
タ
ニ
コ
リ
パ
ヤ
ツ
デ
、
わ
た
し
が
あ
な
た
に
乙
れ
を

あ
げ
る
か
ら
。

（
小
学
生

・
女
子
）

乙
れ
は
何
か
ち
ぐ
は
ぐ
な
感
の
す
る
使
い
か
た
で
あ
る
。
学
校
で
や
っ
と
お

ぼ
え
た
共
通
語
の

「
ワ
タ

シ
」
を
、
ζ

の
よ
う
な
ま
ま
と
と
の
以
K
お
い
て
使

っ
て
い
る。

使
い
か
た
と
し
て
は
、
計
方
言
社
会
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
き
ど
っ
た

一百
い
か
た
で
あ
る
。
共
通
語
の
侵
入
に
対
し
て
、
方
言
社
会
の

受
け
入
れ
に

は
、
な
か
な
か
簡
単
で
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

二
人
称
で
は
、
目
上
の
者
か
ら
問
下
の
者
へ
使
う
代
名
前
が

「
ワ
リ
」
で
あ

る
。
さ
き
の
例、

O
ワ
リ
ガ
フ
ト
リ
デ

イ
コ
ヨ
リ
ャ

オ
リ
モ

ハ
台
V

ク
l
ワ
イ
。
（老

・
女）



で
は
祖
母
で
あ
る
老
女
が
孫
娘
に
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
男
性
で
あ
っ
た

ら
、
同
等
に
、

O
ワ
リ
ャ
村
山
カ
イ
イ
ッ
タ
コ
ツ
ナ
ッ
ト
チ
ュ
ネ
。
沼
は
叩
同
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
ん
だ
っ
て
ね
。
（
小
・
男
↓
同
）

と
使
う
。
女
子
で
あ
っ
た
ら
、
同
等
の
相
手
に
は
使
わ
な
い
。
お
と
な
が
子
ど

も
な
ど
へ
は
使
う
。

「
ヌ
シ
」
「
ウ
」
「
ォ
7

エ
」
「
オ
ド
リ
」
は
き
わ
め
て
敬
意
の
低
い
も
の

で
、
現
在
は
け
ん
か
す
る
時
と
か
、
怒
っ
た
侍
な
ど
に
、
と
き
ど
ち
発
せ
ら
れ

る
O
ウ
ナ
ナ
ン
パ
シ
ョ
ッ
ト
カ
。
お
ま
え
は
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
る
ん

だ。

b
b
弘i

t
 

O
オ
ド
リ
ヤ
ウ
ツ
タ
タ
カ
ル
ツ
ザ
ン
。
畜
生
め
が
、
ひ
っ
ぱ
た
い
て
く
れ

る

ぞ

。

訓

笑
に
激
し
い
言
い
か
た
で
、
後
者
の
例
な
ど
最
後
の
「
ザ
ン
」
文
末
詞
と
あ

い
ま
っ
て
、
聞
い
て
い
て
飛
び
上
が
る
ほ
ど
の
語
気
で
言
わ
れ
る
。

「
ワ
ッ
ド
ミ
」
は
〈
お
ま
え
た
ち
〉
で
あ
る
。

O
ワ
ッ
ド
メ
サ
ス
ル
ワ
イ
。
お
ま
え
た
ち
に
さ
せ
る
よ
。
（
中
学
生
・

男
↓
小
・
男
）

と
れ
は
「
ワ
リ
」
に
対
応
す
る
言
い
か
た
で
、
あ
ま
り
上
品
で
は
な
い
。

「
ァ
l
タ
」
は
敬
意
の
高
い
代
名
詞
で
あ
る
。
お
と
な
に
よ
く
お
と
な
わ
れ

る
も
の
で
、
子
ど
も
は
「
ア
ン
タ
」
を
使
う
。
お
と
な
は
、
ま
た
、
「
ア
ン
タ
」

と
と
も
に
「
ア
タ
」
も
使
う
。
敬
意
は
「
ア
l
タ
」
「
ア
ン
告
」
可
ア
タ
」
の

順
に
低
く
な
る
。
そ
し
て
、
と
れ
ら
が
間
投
詞
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
る
と
と

が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
同
じ
順
に
、
代
名
詞
と
し
て
の
機
能
が
減
る
。

「
ア
ン
タ
」
「
ア
ン
タ
ア
」
は
い
ず
れ
も
目
上
の
人
に
対
し
て
使
っ
て
よ

い
。
女
子
は
同
等
に
も
、
そ
れ
以
上
に
も
使
う
ロ

タ
チ
」
よ
り
も
敬
意
の
高
い
一
言
い
か
た
で
あ
る
。

O
ア
l
タ
ガ
タ

7

ワ
サ
シ
タ
コ
ツ
ア
ッ
デ
ス
カ
。
あ
な
た
が
た
は
、
自

動
車
を
運
転
な
さ
っ
た
と
と
が
あ
り
ま
す
か
。
（
中
年
・
聞
刀
↓
同
）

の
よ
う
に
使
う
「
ア
l
タ
ガ
タ
」
の

t

「
ガ
タ
」
は
、
品
別
怠
を
も
っ
人
た
ち
を
総

称
し
て
言
う
の
で
あ
っ
て
、
と
の
場
合
は
、
同
輩
で
も
話
し
手
に
は
敬
す
べ
き

人
で
あ
る
か
ら
使
っ
て
い
る
。

三
人
称
「
ア
ノ
ヒ
ト
」
「
ア
ン
フ
ト
」
は
い
ず
れ
も
〈
あ
の
人
〉
の
乙
と
で

あ
る
が
、
「
ア
ン
フ
ト
」
の
ほ
う
が
敬
意
は
低
い
。

ω、
接

尾

辞

敬
意
表
現
に
お
い
て
は
、
敬
称
に
も
見
過
ご
せ
な
い
も
の
が
あ
る

u

「
熊
本
県
方
言
風
土
記
」
（
加
ベ
）
に
は
（
注
、
問
中
正
行
氏
に
よ
る
）
、

木
県
の
方
言
の
敬
称
に
つ
い
て
言
え
ば
、

4
1
7

、
サ
ン
、
シ
ャ
ン
、
ャ
ン
、

ド
ン
の
順
序
に
な
る
。
〈
後
略
）

と
あ
る
。
当
方
言
に
お
い
て
も
乙
の
順
序
は
認
め
ら
れ
る
し
、
こ
れ
ら
の
ど
れ

を
も
、
頻
度
の
差
は
あ
れ
使
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
敬
意
、
使
用
状
態
に
お
い
て
、
一
律
に
こ
れ
だ
け
で
な
い
点
も
あ

る
の
で
、
も
う
少
し
く
わ
し
く
考
察
し
て
み
る
と
と
に
す
る
。
敬
称
の
お
こ
な

わ
れ
か
た
を
み
る
た
め
に
次
の
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
考

察
を
お
こ
な
う
こ
と
に
す
る
。

河
浦
町
大
字
今
回
（
今
村
）
の
選
挙
人
名
簿
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
の
人

ゃ
、
そ
の
家
族
全
員
に
つ
い
て
敬
称
を
聞
い
た
。
な
る
べ
く
多
数
に
あ
た
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
ず
っ
と
今
村
で
生
活
し
て
村
の
と
と
に
く
わ
し
い
老
女
か
ら

記
憶
に
あ
る
敬
称
も
聞
く
ζ

と
に
し
た
。
そ
の
数
は
延
ぺ
仰
人
余
で
あ
る
。
ま

た
、
現
在
の
使
い
か
た
に
筆
者
の
認
識
ち
が
い
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、

「
ア
ン
亨
ガ
亨
」
は
「
ア
ン

nペ
U



や
は
り
土
地
の
青
年
女
子
一
人
に
も
意
見
を
求
め
た
。
一
部
落
の
も
の
で
は
あ

っ
て
も
、
一
町
田
全
体
に
つ
い
て
い
え
る
と
思
う
。
（
注
、
老
女
は
、
昔
で
い

え
ば
地
主
の
女
主
人
。
尚
、
現
在
の
今
村
の
戸
数
は
万
戸
。
う
ち
、
元
圧
屋
1

戸
、
元
地
主

8
戸
、
そ
の
他
は
元
自
作
か
小
作
）

敬
称
で
現
在
一
番
よ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
は
「
チ
ャ
ン
」

で
お
と
な
は
「
サ
ン
」
「
ジ
ヨ
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
子
ど
も
に

「
0
0
シ
ャ
ン
」
と
言
っ
た
り
呼
び
捨
て
に
す
る
ζ

と
が
あ
る
。
お
と
な
で
中

年
老
年
の
婦
人
に
、
「
O
Oの
ヨ
メ
ゴ
」
と
い
う
と
と
が
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、

そ
の
老
女
の
若
い
ζ

ろ
は
「
O
O
ヤ
ン
」
の
敬
称
も
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
、

後
者
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
。
敬
称
は
多
分
に
年
令
と
関
係
し
て
い
る
。
だ
か
ら

敬
称
の
敬
意
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
乙
と
ば
の
歴
史
的
な
流
れ
と
、
そ
の
社
会
的
背

景
を
も
含
ま
ず
に
は
考
J

え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
敬
称
に
つ
い
て
の
関
係
を

図
系
す
る
と
次
の
よ
う
な
図
に
な
る
。

1
1ん
／
／
／

山口、ちゃ人

1
1／
「

4

ば
寸
ー
ヘ
＼
＼
’

J

「

ぉ
t

q

。巧、専
J
q

？
ん

ペ勺

んん
G 

よ

よ

め

ミl

現
在
、
子
ど
も
に
使
わ
れ
る
敬
称
「
チ
ャ
ン
」
は
、
昭
和
の
は
じ
め
乙
ろ

に
は
ほ
と
ん
ど
言
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
と
ろ
の
子
ど
も
に
は
「

0
0

・ν
ャ
ン
」
と
言
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
う
い
え
ば
昭
和
三
十
年
乙
ろ
ま
で
は

「
シ
ャ
ン
」
が
ま
だ
ち
ら
ほ
ら
聞
か
れ
た
。
現
在
の
子
ど
も
に
は
、
あ
ま
り
一
一
己

わ
れ
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
「
シ
ャ
ン
」
が
以
前
は
さ
か
ん
に
言
わ
れ
て
い
た
の

に
代
わ
っ
て
、
現
在
は
「
チ
ャ
ン
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
シ
ャ
ン
」

よ
り
「
チ
ャ
ン
」
が
ス
マ
ー
ト
に
ひ
び
く
。

ま
た
現
在
小
年
の
男
女
に
最
も
よ
く
使
わ
れ
る
「
サ
ン
」
も
、
初
年
ほ
ど

前
、
す
な
わ
ち
附
和
十
年
乙
ろ
は
、
と
く
限
ら
れ
た
人
に
し
か
言
わ
れ
な
く

て
、
相
当
に
高
い
敬
意
だ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
一
角
い
敬
意
を
も
っ
て
言
わ
れ

た
の
が
、
「
と
ら
ひ
ツ
ア
マ
」
「
げ
ん
さ
く
サ
7

」
「
う
め
の
サ
7

」
「
お
つ

き
サ
マ
」
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
「
サ
マ
」
で
あ
る
。
「
サ
マ
」
は
土
日
の
地
主

（
数
戸
）
の
主
人
（
男
女
）
に
対
し
て
は
、
ど
ん
な
人
も
使
っ
た
と
い
う
。
現

在
は
そ
れ
ら
の
は
っ
き
り
し
た
区
別
は
み
ら
れ
な
い
。

一
方
、
「
ド
ン
」
「
ジ
ヨ
」
は
、
乙
の
今
村
で
は
、
中
年
以
上
の
人
に
よ
く

使
わ
れ
る
。
「
ド
ン
」
は
男
子
に
、
「
ジ
ヨ
」
は
女
子
に
つ
け
ら
れ
る
敬
称
で

あ
る
。
と
れ
も
さ
き
の
老
女
の
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
わ
か
っ
た
乙
と
だ

が
、
孫
の
い
る
よ
う
な
老
人
の
夫
婦
の
敬
称
は
「

O
O
ド
ン
」
「

O
Oジ
ヨ
」

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
に
、
中
年
の
夫
婦
に
な
る
と
「

O
O
ド
ン
」
（
注
・
男

の
敬
称
）
「

O
O
サ
ン
」
（
注
・
女
の
敬
称
）
で
あ
る
。
乙
の
中
年
の
女
主
人

に
「

O
Oジ
ヨ
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
ご
く
稀
で
あ
る
。
ま
た
、
中
年
の
夫
婦

に
は
男
女
と
も
「

O
O
サ
ン
」
と
言
わ
れ
る
ほ
う
が
い
く
ら
か
多
い
。

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
敬
称
の
寿
命
と
と
も
に
、
そ
の
交
代
に
よ
る

敬
意
の
高
低
が
変
化
し
て
い
る
と
と
が
わ
か
る
。
現
在
の
「
チ
ャ
ン
」
「
サ
ン
」

「
ト
ン
」
「
ジ
ョ
」
な
ど
は
、
乙
の
後
ど
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
ド
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－
」
「
ジ
ヨ
」
は
か
な
り
古
毛
芯
っ
た
言
い
か
た
で
あ
る
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
少

な
〈
な
る
で
あ
ろ
う

3

「
チ
乍
ン
」
「
サ
ン
」
が
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
使
わ
れ

る
よ
う
K
な
る
と
思
わ
れ
る
。

論

結

以
上
、
方
言
人
の
自
然
対
話
を
と
お
し
て
、
敬
意
表
現
を
み
て
き
た
。

敬
意
表
現
は
、
実
に
範
囲
も
広
ノ
入
複
雑
で
あ
る
。
乙
乙
に
述
べ
た
も
の
は
、

ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
延
べ
数
十
日
間
の
観
察
の
結
果
を
み
て
も
、
意

味
の
深
さ
や
、
表
現
法
に
、
全
体
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
強
く
形
成
さ
れ
て
い

る
乙
と
に
気
付
く
。

土
地
人
の
敬
語
意
識
は
、
昔
ほ
ど
は
強
く
な
く
て
も
、
か
な
り
高
い
。
老
人

と
若
い
層
に
敬
語
意
識
が
大
き
く
へ
だ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
今
後
は

ど
の
よ
う
に
落
ち
着
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

敬
語
の
多
少
か
ら
い
う
と
、
国
語
（
日
本
語
）
と
し
て
は
普
通
で
あ
ろ
う
か
。

敬
語
に
多
く
の
異
形
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
あ
ま
り
な
い
。
あ
る
乙
と
ば
が
受

け
入
れ
ら
れ
る
と
、
－
そ
の
ま
ま
の
形
が
、
深
く
広
く
お
乙
な
わ
れ
る
と
い
う
、

当
方
言
の
特
性
ら
し
い
も
の
が
あ
‘
る
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
の
意
義
は
、
当
方
言
の
敬
意
表
現
実
態
を
観
察
し
把
握
す
る
と
と
に
よ

っ
て
、
日
本
語
敬
意
表
現
法
に
占
め
る
位
置
を
認
識
す
る
と
と
に
あ
る
と
思

う
。
今
後
は
さ
ら
に
敬
意
表
現
の
あ
る
べ
き
姿
を
み
つ
め
る
べ
く
、
研
究
が
発

展
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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